
令和７年４月改正 

 

拓殖大学 学部・学科ごとの 

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

 

１．商学部 

会計・経営・情報・流通・国際ビジネス等の商学の諸分野における実学を身につけ、グローバ

ル化の進むビジネス社会で活躍できる人材を育成する。 

（１）経営学科 

企業、組織、流通及び市場の仕組みやその活動を理解する能力と、経営を実践する能力

を修得し、ビジネスの世界で活躍できる人材を育成する。 

（２）国際ビジネス学科 

貿易、サービス・ビジネス、ホスピタリティ・ビジネス、コミュニケーション、ビジネ

ス英語の各領域における実学を総合的に修得し、国際ビジネスの舞台で活躍できる人材を

育成する。 

（３）会計学科 

ビジネス世界における会計情報の役割及び企業法制度の仕組みを修得し、職業的会計人(

会計のプロフェッショナル)として活躍できる人材を育成する。 

 

２．政経学部 

法律・政治・経済の3分野における基礎及び専門知識を身につけ、国際的視野に立ち公共と民

間の多様な領域で社会に貢献できる人材を育成する。 

（１）法律政治学科 

法律学・政治学分野における理論的・実践的知識を身につけ、グローバル化時代の実社

会の諸問題を的確に指摘し、解決できる能力と意欲を持った人材を育成する。 

（２）経済学科 

経済学分野における理論的・実践的知識を身につけ、グローバル化時代の実社会の諸問

題を的確に指摘し、解決できる能力と意欲を持った人材を育成する。 

（３）社会安全学科 

法律学・政治学分野における社会安全上の理論的・実践的知識を身につけ、グローバル

化時代の社会安全上の諸問題を的確に見極め、解決できる能力と意欲を持った人材を育成

する。 

 

３．外国語学部 

言語の仕組みや働きについての専門的知識を持ち、単に読み・書き・話し・聞くことができる

だけでなく、言語に関わる幅広い分野において、知的コミュニケーションができる当該言語運用

能力を修得させ、優れた語学の力と国際感覚を持ち、自国の言語、文化、社会をしっかり理解し

た上で、他国の文化を尊重し、相互理解に導く力を持った人を育てる。 

（１）英米語学科 

世界で広く用いられている英語の高い運用力とコミュニケーション能力を修得し、豊か

な教養と異文化理解をもって国の内外で活躍できる人材を育成する。 

（２）中国語学科 

世界で広く用いられている中国語の高い運用力とコミュニケーション能力を修得し、豊

かな教養と異文化理解をもって国の内外で活躍できる人材を育成する。 

（３）スペイン語学科 

世界で広く用いられているスペイン語の高い運用力とコミュニケーション能力を修得し、 

豊かな教養と異文化理解をもって国の内外で活躍できる人材を育成する。 

 

 



（４）国際日本語学科 

日本語についての知見をもとにした言語を通しての相互理解と発信する力、日本文化へ

の洞察をもとにした社会的人間関係を構築し、発展させる力、そして、問題を発見し、思

考するとともにコミュニケーションを通して解決する力を身につける。 

日本の言語、文化、社会への深い理解のうえに、優れた発信型の語学力と異文化コミュ

ニケーション能力を有し、また、グローバルな視野と教養、実践力を身につけた、国内外

の幅広い分野で活躍できる人材を育てる。 

 

４．工学部 

工学に関する基礎から応用に至る「ものづくり」を重視した知識と技術能力を修得し、日本と

国際社会の発展に貢献できる人材を育成する。 

（１）機械システム工学科 

国際感覚と教養を身につけるとともに、機械システム工学に関する均整のとれた知識を

修得し、社会と工学の発展に貢献できる人材を育成する。 

（２）電子システム工学科 

現代社会を支える多様化した電子システムを開発・運用するために必要な知識と技術能

力を修得し、国内外の発展に貢献できる人材を育成する。 

（３）情報工学科 

情報社会及び多彩な産業分野におけるコンピュータ活用技術を身につけ、情報システム

の構築並びに情報サービスの発展に貢献できる人材を育成する。 

（４）デザイン学科 

工学における「ものづくり」を基盤に、デザイン提案に必要な知識と技術能力を身につけ、

生活文化の発展に貢献できる人材を育成する。 

 

５．国際学部 国際学科 

諸外国の言語、文化、民族、政治経済システムを理解し、国際協力、国際経済、国際政治、国際

文化、国際観光、農業総合、国際スポーツの7つの分野におけるグローバル化した社会の諸課題に

取り組み、その解決に貢献できる人材を育成する。 


